
 

 

 

 

  

                             

 

 
アドバンス・ケア・プランニング（ACP）とは？ 

「将来の意思決定能力の低下に備えて、患者さまやその家族とケア全体の目標や具体的な治療・
療養について話し合う過程（プロセス）です。」  

 

 
～話し合い つたえておこう 事前ケア計画～ 
 

「取り組む利点」 
・あなたの納得のいく治療・介護を受けることにつながります。 

・あなたの代わりに治療についての決断を迫られた方が、あなたの希望に 

十分配慮した決断ができ、決断時やその後の不安が減ります。 

・あなたを支えてくれる医療・介護の専門職、特に「かかりつけ医」との 

相互関係・信頼関係が強まります。 
 

「かかりつけ医」とは 
「かかりつけ医」とはあなたの主治医です。「かかりつけ医」は、日常的な診療の他にも、日頃
から何でも気軽に相談でき、いざという時は専門医に紹介してくれる、身近な医師です。 

大きな病院の医師は専門が細分化し、患者さんの全体像を把握するのは困難であるといわれて
います。大きな病院の専門別の主治医がいらっしゃる方も、何でも相談できる「かかりつけ医」
を身近な医療機関にもつことができます。 
 

「かかりつけ医」を持つ利点 
・生活に根ざした医療が受けられます。 

・病気の予防・早期発見・早期治療につながります。 

・適切な専門医を紹介してくれます。 

・「もしものために」の相談に乗ってもらえます。 

・診療所へ通えなくなった時に往診や訪問診療をしてもらえたり、 

訪問看護、介護サービスや関係相談窓口につないでもらえます。 

・介護保険の申請手続きの時に要介護認定に必要な「主治医意見書」を 

日頃の心身の状態を把握している「かかりつけ医」に依頼できます。 
 

当院では患者さま、ご家族さま中心の医療介護を提供しています。 

あなたとあなたの大切な人のためにも、身近な人やあなたにかかわる専門家とあなたの心づも
りを話し合いましょう。             （岡山市版 ACPのすすめ Ver1抜粋） 
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